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に
、
一
九
九
七
年
一
月
に
始

ま
っ
た
。
昨
年
八
月
ま
で
に

三
回
の
講
座
を
行
い
、
百
三

十
二
人
が
受
講
。
卒
業
生
の

多
く
は
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
映

像
作
家
と
し
て
多
く
の
作
品

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
第
四
期
は
一
月
十
二
日
の

定
例
会
で
開
講
を
正
式
決

定
、
た
だ
ち
に
「
第
四
期
実

行
委
員
会
」
が
構
成
さ
れ

た
。
今
回
の
講
座
は
「
に
い

が
た
映
画
塾
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
民
間
非
営
利
団
体
）
と
し

て
再
出
発
し
て
の
最
初
の
講

座
と
な
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ

も
気
合
い
が
入
っ
て
い
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
は

実
行
委
員
会
で
話
し
合
い
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
白

痴
」
制
作
と
同
時
進
行
だ
っ

た
三
期
が
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
」
的
な
要
素
が
強

い
の
に
比
べ
、
四
期
は
「
受

講
生
の
今
後
の
個
人
制
作
に

役
立
つ
も
の
を
教
え
る
」
と

い
う
方
向
性

の
よ
う
だ
。

　
と
は
い
え
「
映
画
制
作
に

何
が
必
要
か
、
ど
う
し
た
ら

満
足
を
得
ら
れ
る
か
」
に
つ

い
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と

り
の
考
え
方
は
違
う
。
そ
の

た
め
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体

化
に
向
け
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

激
論
が
続
い
て
い
る
。

　
二
月
十
六
日
ま
で
に
①
期

間
は
五
月
九
日
か
ら
八
月
下

旬
②
映
画
の
理
論
か
ら
実
践

ま
で
学
習
し
、
全
員
が
映
画

を
制
作
す
る
③
定
員
四
十

人
。
選
考
せ
ず
、
定
員
に
な

り
次
第
募
集
締
め
切
り
―
な

ど
の
方
針
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
チ
ラ
シ
は
シ
ネ
ウ
イ
ン
ド

な
ど
に
置
い
て
あ
る
が
、
県

内
に
幅
広
く
告
知
し
た
い
た

め
、
実
行
委
員
会
で
は
「
こ

こ
な
ら
チ
ラ
シ
を
置
い
て
く

れ
る
」
な
ど
の
情
報
や
協
力

者
を
募
集
し
て
い
る
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
。

受
講
生
希
望
者
も
含
め
て
、

第
四
期
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
同
実
行
委
員
会
、
電
話

０
２
５
―
２
４
８
―
９
０
８

８
ま
で
。

　
映
画
塾
悲
願
の
「
専
用
電

話
」
が
九
八
年
末
に
入
っ

た
。
新
し
い
電
話
番
号
は
０

２
５
―
２
４
８
―
９
０
８
８

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）
。

　
こ
れ
ま
で
映
画
「
白
痴
」

制
作
準
備
室
や
、
ナ
シ
モ
ト

タ
オ
氏
率
い
る
「
ｉ
ｎ
ｏ
ｕ

ｔ
」
な
ど
の
電
話
に
寄
生
虫

の
よ
う
に
頼
っ
て
い
た
が
、

や
は
り
専
用
線
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
苦
し
い
予
算
を

や
り
く
り
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
、
電
話
の
権
利
も

電
話
機
も
理
解
者
か
ら
の
借

り
物
。
事
務
局
で
は
引
き
続

き
会
費
納
入
と
、
フ
ァ
ク
ス

付
き
電
話
の
寄
付
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　
県
内
外
の
プ
ロ
の
講
師
を

招
き
、
映
画
の
基
礎
か
ら
制

作
ま
で
を
学
ぶ
、
全
国
的
に

も
ユ
ニ
ー
ク
な
「
に
い
が
た

映
画
塾

映
像
実
践
講
座

は
、
手
塚
眞
監
督
の
映
画

「
白
痴
」
の
新
潟
制
作
を
機

第
四
号
（
九
九
冬
）

編
集
・
発
行

に
い
が
た
映
画
塾

　
〒
９
５
０

０
０
８
６

　
　
新
潟
市
花
園
２

３

２
飛
鳥
ビ
ル
１
Ｆ
　

　
電
話

フ
ァ
ク
ス
０
２
５

２
４
８

９
０
８
８

専
用
電
話
入
り
ま
し
た

　
風
薫
る
五
月
、
今
年
も
「
に
い
が
た
映
画
塾
」
の
実
践

講
座
が
開
講
す
る
。
「
第
四
期
」
と
な
る
今
回
は
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
後
の
九
日
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
ほ
ど
チ
ラ

シ
も
完
成
し
、
受
講
生
の
募
集
が
始
ま
っ
た
。
八
月
に
行

わ
れ
る
恒
例
の
本
撮
影
に
向
け
て
、
熱
く
充
実
し
た
四
カ

月
間
に
な
る
こ
と
は
確
実
だ
。

映
画
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

最
新
情
報
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す

第4期講座 5月9日に開講
受講生の
募集開始8月末まで4カ月間

配
布
が
始
ま
っ
た
４
期
募
集
の
チ
ラ
シ
の
表

実
行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
会
議
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去
年
の
五
月
の
ハ
ナ
シ
。

「
よ
っ
し
ゃ
、
俺
、
実
行
委

員
長
や
る
ッ
ス
」
と
勢
い
で

実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
、

「
ア
ン
タ
の
映
画
見
せ
て
や

れ
っ
！
　
そ
の
２
」
は
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
第
一
回
目
の
反
省

や
、
三
回
目
以
降
に
い
か
す

た
め
に
新
し
い
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
や
り
ま
し
た
。
た
と
え

ば
郵
送
で
の
み
受
け
付
け
す

る
と
か
、
入
場
料
は
一
千
円

に
値
上
げ
し
て
み
よ
う
と

か
。
実
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
ゃ
ん

と
し
た
理
由
が
あ
っ
た
の
で

す

。

ま

、

最

終

的

に

は

ち
ょ
っ
と
な
あ
な
あ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
か

あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

　
今
回
や
っ
て
く
中
で
「
一

体
誰
の
た
め
の
上
映
会
な
の

か
考
え
て
み
る
こ
と
だ
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
ド
タ
バ
タ
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
ス
カ
ー
ン

と
い
い
一
撃
で
し
た
。
「
デ

カ
イ
映
画
館
で
や
る
の
が
武

道
館
や
ド
ー
ム
の
ラ
イ
ブ
な

ら
、
ウ
イ
ン
ド
で
や
る
こ
う

い
う
上
映
会
っ
て
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
み
た
い
だ
な
。
大
事
だ

よ
こ
う
い
う
の
」
と
も
言
わ

れ
た
な
ァ
。
協
力
し
て
下

さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
そ

の
３
」
も
ヨ
ロ
シ
ク
ね
。

実
行
委
員
長
・
平
淳
一
郎

98年11月17日 第2回定例会

               22日 第2回「にいがたインディーズムービー・フェ

　　　　　　　　　　　　スティバル」（シネ・ウインド）

　　　　　　　　　　　　　　約300人が来場。応募28本（21本は映画

　　　　　　　　　　　　　　塾関係）などを上映

        12月 2日 第3回定例会

　             2日―8日 小林茂氏・映像と作品展「こどもの宇宙（そ

　　　　　　　　　　　　ら）」（ギャラリー「リターナ」）

　　　　　　　　　　　　　小林氏の写真展「ウガンダに生まれて」と

　　　　　　　　　　　　　初の映画監督作品「放課後」の上映を中心

　　　　　　　　　　　　　に、夜は日替わりで映像、教育、福祉など

　　　　　　　　　　　　　をテーマにしたイベントを行い、7日間で　

　　　　　　　　　　　　　800人近い観客が訪れた。

               9日―15日 細井鉄郎（3期）らがグループ展（蔵）

             11日 月イチ上映会 1（映画塾作品特集）

（RoomNo.2001）

             15日 第4回定例会

             20日 忘年会

99年 1月 8日 月イチ上映会 2（石川浩之特集）（同上）

             10日 新年会

             12日 第5回定例会

             19日 第6回定例会

             25日―30日 樋口美雪写真展（事務所）

        2月 2日 第7回定例会

             12日 月イチ上映会 3（ビデオ特集）

（RoomNo.2001）

             16日 第8回定例会

       2月21日―28日 神文哲（3期）らがグループ展（蔵）

　　　　　　　　　　　　　11時―19時（初日は15時から、最終日17時

　　　　　　　　　　　　　まで）無料

             28日 「シンク」を上映

17時　料金は第5号参照（シネ・ウインド）

       3月   2日 第9回定例会　20時

             12日 月イチ上映会 4（大橋健一特集）

20時　無料（RoomNo.2001）

             16日 第10回定例会　20時

             20日 劇団ＭＡＭＥカラット公演、3期ＯＢが出演

16時、19時　800円（万代市民会館）

       4月  6日 第11回定例会　20時

              9日 月イチ上映会 5（内容未定）

20時　無料（RoomNo.2001）

            20日 第12回定例会　20時

        5月 4日 第13回定例会　20時（ＧＷで変更の場合も）

              7日 月イチ上映会 6（内容未定）20時　無料

              9日 第4期講座開講（万代市民会館）

            18日 第14回定例会　20時

　
昨
年
十
二
月
一
日
〜
八

日
、
「
小
林
茂
・
映
画
と
写

真
展
〜
こ
ど
も
の
宇
宙
（
そ

ら
）
」
を
開
催
し
た
。

　
内
容
は
小
林
茂
第
一
回
監

督
作
品
・
映
画
「
放
課
後
」

の
上
映
と
写
真
展
「
ウ
ガ
ン

ダ
に
生
ま
れ
て
」
の
開
催
、

他
に
「
子
供
」
「
映
画
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
連
日
の
イ
ベ

ン
ト
。
祭
り
の
よ
う
な
一
週

間
だ
っ
た
。

　
小
林
茂
＝
コ
バ
さ
ん
と
い

え
ば
、
身
を
乗
り
出
し
て
熱

く
映
像
を
語
る
姿
が
頭
に
浮

か
ぶ
。
そ
の
力
強
さ
は
そ
の

ま
ま
作
品
に
満
ち
て
い
た
。

　
映
画
「
放
課
後
」
は
学
童

保
育
所
つ
ば
さ
ク
ラ
ブ
の
一

日
を
描
い
た
二
十
分
。
ス
ク

リ
ー
ン
か
ら
あ
ふ
れ
る
様
な

生
き
生
き
と
し
た
子
供
達
と

一
緒
に
踊
り
出
し
た
く
な
っ

て
い
た
。

　
写
真
展
で
は
、
窓
越
し
に

向
か
い
合
う
か
の
様
に
、
生

命
力
充
ち
た
色
鮮
や
か
な
ウ

ガ
ン
ダ
が
、
す
ぐ
そ
こ
に

あ
っ
た
。
ま
る
で
空
気
が
つ

な
が
っ
て
い
る
様
だ
っ
た
。

写
真
は
す
べ
て
ノ
ー
ト
リ
ミ

ン
グ
、
と
聞
い
た
と
き
の
驚

き
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
蘇

る
。
す
ご
い
…
。

　
八
百
人
近
い
来
場
者
と
た

く
さ
ん
の
協
力
に
支
え
ら
れ

祭
り
は
終
わ
っ
た
。
感
謝
。

　
次
回
作
、
映
画
「
自
転

車
」
。
公
開
が
待
ち
遠
し

い
。
実
行
委
員
長
・
高
橋
美
香

お
祭
り
の
１
週
間
コ
バ
展

手
作
り
の
味
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

レ

ポ

ー

ト

コ
バ
さ
ん
（
左
）
と
観
衆

この3カ月

これから3カ月

一
時
は
立
ち
見
客
も


